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■名　　　称：エヌプラス（N-Plus）2025
■会　　　期：2025年10月15日（水）～17日（金）　3日間
■会　　　場：東京ビッグサイト　東5ホール
■主　　　催：エヌプラス実行委員会 /フライングカーテクノロジー実行委員会
■企 画 運 営：アテックス株式会社
■展 示 構 成：《N+Technology》高機能・高付加価値化の提案

　・プラスチック高機能化展　　・軽量化・高強度化展　　・接着・接合展　　・コーティング・表面処理展
　・受託・付加製造・加工技術展　　・電磁波対策・放熱技術展　　・電動化・電池・給電技術展　　・不織布・機能紙展
　・金属・金属加工技術展　　・機能性フィルム展
《N+Sustainability》持続可能なものづくりの提案
　・サステナブルな素材展　　・セルロースナノファイバー展　　・サーキュラーエコノミー化展
　・生産・製造・開発DX展　　・バイオプラスチック技術展　　・新素材・代替材展

■特別企画展：フライングカーテクノロジー
■協　　　賛：�（特非）アジア金型産業フォーラム、（特非）機能紙研究会、機能性フィルム研究会、（一社）強化プラスチック協会、（一社）軽金属溶接協会、

（一社）新金属協会、全国鍍金工業組合連合会、（一社）先端材料技術協会、（一財）素形材センター、（一社）日本AM協会、日本化学繊維
協会、（一社）日本金型工業会、（一社）日本機械工具工業会、日本製紙連合会、日本接着剤工業会、（一社）日本チタン協会、日本塗装機
械工業会、日本粘着テープ工業会、（一社）日本バイオプラスチック協会、（一社）日本表面処理機材工業会、（一社）日本ファインセラミック
ス協会、日本不織布協会、（一社）日本マグネシウム協会、日本溶射工業会、（一社）日本ロボット工業会、（一社）ラドテック研究会（50音順）

エヌプラス 2025 実行委員会
川崎　　徹 （有）カワサキテクノリサーチ　代表取締役

稲田　幸輔 大塚化学（株）　MSO 事業部　BU マネージャー

大庭　敏之 大庭塾　代表

浅田　光則 （株）クラレ　経営企画室　ポートフォリオ戦略部　主管

岡本　　敏 住友化学（株）　技術・研究企画部　研究企画統括

大谷　直之 デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル（株）　アドバイザー

佐藤　千明 東京科学大学　総合研究院　未来産業技術研究所　教授

大越　雅之 （一社）難燃材料研究会　代表理事

位地　正年 （一社）難燃材料研究会　副代表理事

角井　寿雄 （一社）粉体技術工業技術協会　代表理事　会長

高木喜代次 三菱ケミカル（株）　べーシックマテリアルズ＆ポリマーズビジネスグループ　
RD- 知財本部　RD 企画管理室　ポリマーズ RD 企画 G　マネージャー

（順不同・敬称略・2025年10月時点）

プラスチック
高機能化展

プラスチック・フィルム・
ゴム等の高機能化と
循環利用を提案

軽量化・
高強度化展

軽量・高強度化を
実現する材料、成形技術、

新素材の提案

受託・付加製造・
加工技術展

日本のものづくりを支える
製造・加工技術の提案

電磁波対策・
放熱技術展

次世代のものづくりに
不可欠な電磁波対策と

熱対策の提案

金属・
金属加工技術展

高精度・高品質・高効率
な金型を提案

機能性
フィルム展

フィルム・シート等の
機能性・高機能化を提案

接着・接合展

接着剤や接合技術による
マルチマテリアル化の提案

コーティング・
表面処理展

機能性と
意匠性を高めるための
コーティング技術を提案

電動化・電池・
給電技術展

あらゆる動力の電動化と
電池・給電技術の
高機能化を提案

不織布・
機能紙展

紙・パルプ・不織布等の
高機能化と
循環利用を提案

サステナブルな
素材展

SDGs、
カーボンニュートラルの
実現に応える素材と技術

サーキュラー
エコノミー化展

製品の省資源化、
長寿命化、

再生利用の提案

生産・製造・
開発DX展

デジタル技術が
促進するものづくり開発

環境の効率化

新素材・
代替材展

次世代に向けた
新素材・代替材を提案

セルロース
ナノファイバー展

植物由来の
天然素材・技術と
用途開発の提案

バイオプラスチック
技術展

再生可能な新材料・
リサイクル技術の
可能性を提案

『空飛ぶクルマ』の技術開発と普及・活用を支援

フライングカーテクノロジー 2025 実行委員会
委員長 所属

中野　　冠 慶應義塾大学大学院 
システムデザイン・マネジメント研究所 顧問

委　員

又吉　直樹 （国研）宇宙航空研究開発機構（JAXA）
航空技術部門　航空利用拡大イノベーションハブ長

大森　康至 エアロトヨタ（株）
航空事業本部 エアモビリティ事業部 企画グループ セールスマネージャー

木下　幹巳 エアロファシリティー（株）
代表取締役社長

林田　　篤 川崎重工業（株） 航空宇宙システムカンパニー
ヘリコプタ &MRO ディビジョン ヘリコプタ総括部 ヘリコプタ計画部 副部長

平山　紀之 （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
航空・宇宙部 ReAMo PJ プロジェクトマネージャー

福澤　知浩 （株）SkyDrive
代表取締役 CEO

菊地　英一 （株）長大
事業戦略推進統轄部 執行役員

中井　　佑 テトラ・アビエーション（株）
代表取締役

谷本　浩隆 デロイト トーマツ コンサルティング（合） 
航空宇宙・防衛セクター マネージングディレクター

荒井　貴成 日本電気（株）
エアロスペースソリューション統括部 新事業開発グループ

鋤本　浩一 （一社）MASC
理事

（順不同・敬称略・2025年10月時点）

開催概要

展示構成
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会場レイアウト・出展者一覧
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※航空機電動化
　（ECLAIR）
　コンソーシアム

H

東京ビッグサイト　東5ホール



4

社　名 小間番号

あ IHI 運搬機械 T-48
アイティシー J-46
青山精工 X-40
アサヒ繊維工業 M-39
アスク Q-41
Astemo 精工 J-37
安積濾紙 M-39
アダコテック J-39
伊澤製作所 U-39
イチカワ M-39
イトウ六ホールディングス C-39
インキュベーション・アライアンス R-39
宇宙航空研究開発機構 (JAXA) S-48
※航空機電動化 (ECLAIR) コンソーシアム S-48
宇部エクシモ M-39
栄和化工 J-39
エクシール F-42
エス・ジー・ケイ G-37
SGIC C-39
ＮＣネットワーク Q-44
ENEOS テクノマテリアル M-39
エプソンテックフオルム W-42
MI-6 F-46
王子キノクロス M-39
大阪ガス C-46
大塚化学 A-40
※グーテンベルク A-40
大塚産業マテリアル M-39
小山化学 M-39

か 神村製作所 R-46
カワサキテクノリサーチ A-45
※ポリプラスチックス A-45
※ポリプラ・エボニック A-45
河村機械工業所 C-39
喜多村 F-41
機能性フィルム研究会 J-39
共栄デザイン Q-42
強化プラスチック協会 F-48
京都工芸繊維大学 W-47
※東レ W-47
※日本化薬 W-47
共和ゴム T-39
楠本化成 C-39
倉敷ボーリング機工 N-45
クラスターテクノロジー R-42
クリーンエア・スカンジナビア K-37
グリーンケミカル J-45
黒崎播磨 J-39
京浜ラムテック G-41
虹技 C-48
コスモテック J-39

さ サーランド・アイエヌイー R-45
魁半導体 M-48
佐久間特殊鋼 C-39
ZACROS C-39
佐藤鉄工所 C-39
三景 M-39
三登商事 G-40
CS-TECH J-44
システムインナカゴミ A-43
写真化学 K-44
ジャパンコンポジット M-44
城東テクノ D-37
ジロイドマテリアルズ G-46
新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) U-44
新川電機 M-39
新東科学 J-39
スターライト工業 C-39
SUNAOYA C-39
SUPWAT G-44
スリーエムジャパン F-39
積水化成品工業 C-39
セロレーベル J-39
宣伝会議 J-48
綜研化学 J-39
Sotas C-44
ソブエクレー C-39

社　名 小間番号
た 大明化学工業 M-46

泰陽 L-48
※寝夢りっち L-48
髙木化学研究所 C-39
タツタ電線 A-44
データケミカル F-44
東北電子産業 R-41
東レ M-39

な 中原化成品工業 X-39
名古屋大学ナショナルコンポジットセンター C-39
難燃材料研究会 E-37
※東ソー E-37
※ ADEKA E-37
※ DJK E-37
※セトラスホールディングス E-37
ニコン Q-39
ニチモウ J-39
日本ガスケット C-39
ニッポン高度紙工業 K-46
日本製紙 K-45
日本エマソン　ブランソン事業本部 M-39
日本ケミカルスクリュー T-44
日本3D プリンター B-37
日本チタン協会 D-48
※富安 D-48
※ SDC 田中 D-48
※トーホーテック D-48
※山一製作所 D-48
※神鋼鋼線ステンレス D-48
※阪村機械製作所 D-48
※興津螺旋 D-48
※オーファ D-48
※神戸製鋼所 D-48
※大同特殊鋼 D-48
※日本製鉄 D-48
※帝国製鋲 D-48
※北産業 D-48
日本電鍍工業 Q-45
日本不織布協会 M-39
日本マグネシウム協会 Q-48
※戸畑製作所 Q-48
※日本金属 Q-48
※ハシバモールド Q-48
※ Monko Q-48
日本理化インダストリーズ U-41
※ジャパン FRP アシスト U-41
ネオテクノロジー J-39
ネクサス R-44

は パシフィックビーム U-42
林精器製造 Q-46
ハヤミ工産 T-46
ファソテック C-39
buoy T-41
※テクノラボ T-41
フクビ化学工業 C-39
富士工業 Q-40
フジコピアン J-39
フロンティアシステム G-39
ポスティコーポレーション H-48

ま 松尾産業 J-39
松尾産業 C-39
丸眞製作所 N-46
ミカドテクノス N-44
※ミカド機器販売 N-44
三木特種製紙 M-39
三菱ケミカル E-48
睦月電機 G-42
MadeHere A-42

や 薮内産業 T-42
ヤマキ電器 X-41
ユージーエム H-37
ヨクスル G-48

ら ライスター・テクノロジーズ C-39
洛陽プラスチック X-42
LEADING EDGE ASSOCIATES W-39
リネックス T-45
Linde AMT Japan J-39

わ ワカヤマ N-48
ワンダフル日本 M-39

10mm



来場者数

来場者分析

来場者アンケート集計結果
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●新しい製品やサービスの導入に関する役割 ●来場の目的は達成出来たか？●来場目的（複数回答）

●次回の来場は？

最終決定をする権限を持っている
6.4% 達成出来た� 74.5%

開発・設計
などの立場
から意見を言う
25.8%

導入の
アドバイスを

する立場である
25.8%

選定をほぼ
決定づけている

14.3%

来場予定� 93.2%

利用する利用する
立場から立場から
意見を言う意見を言う
10.0%

■業種別分類
一般　4.5%

報道　0.7%

大学・研究機関　1.6%

自動車関連
9.8%

鉄鋼・非鉄金属・金属製品関連
6.2%

電気・電子・精密機器関連
　11.8%

航空・宇宙関連
　1.6%

メディカル関連
　1.5%

化学・繊維関連
19.8%

公的機関（官公庁・地方自治体等）
1.7%

卸売・小売・商業施設
15.2%

建設・住宅関連　3.0%

情報通信・サービス　2.9%

インフラ・運輸　2.1%

その他製造業　13.6%

紙・パルプ・印刷関連　
3.3%

食品・飲料関連　0.7%

製造製造
■職種別分類

管理・広報・宣伝　2.4%

営業・販売　32.3%

経営者・役員　9.0%

一般・学生　3.0%

研究・開発
28.8%

企画・調査
11.8%

製品設計
5.5%

製造・生産　5.0% 資材調達・購買　2.2%

ものづくりに直接関与ものづくりに直接関与68.3% 53.3%

78.6%78.6%

20.2%20.2%

0.7%0.7%

1.5%1.5%

18.6%18.6%

9.0%9.0%

新技術、新製品の
全面的な情報収集
製品購入のための

情報収集

出展を検討しているため

その他

市場への
一般的興味から

セミナーへの参加

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

来場者分析

開催日 天気 来場者数※

10月15日（水） 曇り
Cloudy 2,894名

10月16日（木） 曇りのち雨
Cloudy/Rainy 3,201名

10月17日（金） 晴れ
Fine 3,488名

合　　計 9,583名

※本展の来場登録を行った人数。同日内の再入場は含まない。

中部地方
14.3%

海外 1.4%

関東地方・メーカーからの来場者が多くを占める。
また、研究・開発部門の来場比率が約3割と高いことが特長になっている。

●来場した感想（一部抜粋）
・�人肌ゲル、PEEKを使える3Dプリンター等の実務に

使えそうなユニーク素材を知れた。
・3D プリンタ素材がふえた。
・複合材料の出展が多く参考になった。
・素材、表面処理と面白い技術があった。

・業界のサステナブルな取組みを知ることができた。
・今盛り上がっているビジネステーマについて話を聞けた。
・フライングカーの今後が分かり易く説明されていた。
・出展企業がユニークでよい企業が多かった。
・高付加価値などアイデアが豊富。

北海道・東北地方
1.5%

関東地方
71.9%
東京都	 47.6%
神奈川県	10.4%
埼玉県	 6.5%
千葉県	 3.1%
茨城県	 2.1%
栃木県	 1.1%
群馬県	 1.1%

大阪府  5.1%

愛知県  6.1%

近畿地方
8.8%

中国地方
0.9%九州・沖縄地方

0.6%

四国地方
0.6%



出展者アンケート集計結果
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出展者分析

〈出展者の声〉（一部抜粋）
・新技術の集合展で、注目が集まっていた。
・ターゲット層の来場が多い。
・見積依頼があった。
・今までかかわることの少ない業種と知りあうことができる。
・�様々な業種が参加しており、広く新規顧客が期待できる。
・セミナーの内容が非常に充実していた。
・FOOD 展の同時開催により食品関係の方とも関われた。
・QR の読み取りサービスがついていることが良かった。
・スタートアッププランが手頃で出展しやすかった。

出展者数：154社 （共同出展含む）

商談・情報交換あり商談・情報交換あり

87.4%87.4%

期待以上であった期待以上であった

9.1%9.1%

期待通りであった期待通りであった

64.6%64.6%
期待以上、
期待通りであった
期待以上、
期待通りであった

73.7%73.7%

期待以上であった期待以上であった

12.7%12.7%

期待通りであった期待通りであった

60.8%60.8%
期待以上、
期待通りであった
期待以上、
期待通りであった

73.5%73.5%

期待以上であった期待以上であった

8.7%8.7%

期待通りであった期待通りであった

73.8%73.8%
期待以上、
期待通りであった
期待以上、
期待通りであった

82.5%82.5%

期待以上であった期待以上であった

13.6%13.6%

期待通りであった期待通りであった

64.1%64.1%
期待以上、
期待通りであった
期待以上、
期待通りであった

77.7%77.7%

出展する出展する

10.7%10.7%

出展検討出展検討

69.9%69.9% 出展検討
出展する、
出展検討

80.6%80.6%

など

新規顧客獲得の場として期待した

開催コンセプトが合致していた

　PRしたい対象者が来場するため

同業他社が出展している

前年に出展・来場した印象がよかった

秋季の展示会に出展したいと考えていた

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

73.8%73.8%

34.0%34.0%

7.8%7.8%

4.9%4.9%

28.2%28.2%

10.7%10.7%

●新規顧客獲得の場として

●次回の出展参加について

●出展の理由（複数回答）

●来場者との商談は？

●既存顧客へのアピールの場として

●販促・商談の場として

●出展は有益でしたか？　

出展者の７割以上が新規顧客獲得を狙いエヌプラスへ出展している。
新規顧客獲得の場としては73％の出展者が「期待以上、期待通り」の評価をしている。



併催行事

来場誘致の一環として、各分野の著名な専門家によるセミナーを開催し好評を博した。また、出展者による有志のセミナー
がオープンステージで開催された。

7

セミナープログラム
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併催行事
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エヌプラス2025特別企画
恒例となった業界団体とのタイアップ企画として「NCC パビリオン」「機能性フィルム研究会パビリオン」「日本不織布
協会パビリオン」の特別展示ゾーンが設置された。

「名古屋大学ナショナルコンポジットセンター」は日本屈指の複合材料の研究開発拠点。
23年、24年に引き続き本年も「エヌプラス」とのタイアップパビリオンを企画。
今回は研究会会員企業17社が参加し、CFRPなどの複合材料に関連した多種多様な
製品・技術を紹介した。

協力：名古屋大学ナショナルコンポジットセンター

＜参加企業一覧＞ ※順不同

・イトウ六ホールディングス
・SGIC
・河村機械工業所
・楠本化成
・佐久間特殊鋼
・ZACROS
・佐藤鉄工所

「機能性フィルム研究会」はものづくり産業に欠かせない機能性フィルムの創成に資するための情報交換、
人材交流等を行う異業種交流会で、会員団体は160を数える。3回目を迎える「エヌプラス」でのパビリオン
出展では研究会会員企業12社の合同展示が実現。各企業による選りすぐりのコンバーティング技術に注目
が集まった。

協力：機能性フィルム研究会

＜参加企業一覧＞ ※順不同
・アダコテック
・栄和化工
・黒崎播磨
・コスモテック
・新東科学
・セロレーベル
・綜研化学

・ニチモウ
・ネオテクノロジー
・フジコピアン
・松尾産業
・Linde AMT Japan
・機能性フィルム研究会事務局

「日本不織布協会」は日本における唯
一の不織布の業界団体。「エヌプラス」
と初のタイアップとなった前回から
大きく規模を拡大し、会員企業14社の
共同展示となった。不織布に関する機
能性と環境への配慮を高めた素材や
技術を一堂に集めものづくり業界へ
提案した。

協力：日本不織布協会

＜参加企業一覧＞ ※順不同
・アサヒ繊維工業
・安積濾紙
・イチカワ
・宇部エクシモ

・ENEOSテクノマテリアル
・王子キノクロス
・大塚産業マテリアル
・小山化学

・三景
・新川電機
・東レ
・日本エマソン　ブランソン事業本部

・三木特種製紙
・ワンダフル日本
・日本不織布協会事務局

・スターライト工業
・SUNAOYA
・積水化成品工業
・ソブエクレー
・髙木化学研究所
・日本ガスケット

・ファソテック
・フクビ化学工業
・松尾産業
・ライスター・テクノロジーズ
・名古屋大学ナショナル
　コンポジットセンター（NCC）



広報活動
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特別企画展　フライングカーテクノロジー

メールマガジン
過去来場者・関係者へのメールマガジンを都度発信。

ターゲティングメール
メール配信サービスを利用し来場対象の業界・業種へメールマガジンを配信。

ダイレクトメール
本展示会の案内パンフレットを来場対象企業・団体及び関係者へ郵送。

メディア掲載
業界専門誌・web  マガジン等への広告および紹介記事を掲載。会期中にも各メディアの取材があり、会
場の様子が発信された。

プレスリリース
メディア関係者への直接メール配信およびプレスリリース配信サービスを利用した開催告知を実施。

来場誘致活動として、事務局より数々のメディア施策を展開した。

「空飛ぶクルマ」をはじめとした、次世代空モビリティの社会実装における
産・官・学の取り組みを今年も特設ブースにて公開した。ブースではVRシ
ミュレーターや映像の放映が行われた。

＜参加企業一覧＞ ※順不同
・京都工芸繊維大学
・東レ
・日本化薬
・大阪府
・テトラ・アビエーション
・MASC



2026.11.11   13


